
様式３

令和5年3月30日

平成30年度　～　令和04年度　（5年間） 安城市

①

②

③

④

事　後　評　価　（中　間　評　価　　フ　ォ　ロ　ー　ア　ッ　プ　報　告）

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H30 H31/R1 R2 R3 R4

A13-001 市街地 一般 安城市 直接 安城市 － － 10

A13-002 市街地 一般 安城市 直接 安城市 － － 864

A13-003 市街地 一般 安城市 直接 安城市 － － 2,332

A01-004 街路 一般 安城市 直接 安城市 S街路 改築 378

A16-005 住宅 一般 安城市 直接 安城市 － － 8

合計 3,592

98.96
人/ha

99.36
人/ha

安城市
末広・花ノ木地区
住宅市街地総合整備事業

密集市街地の整備　16.7ha

R4年：事後評価を実施、R5年4月以降、確定値によりフォローアップを実施

安心・快適な、賑わいのあるコンパクトシティ型地域拠点の形成促進

備考

平成22年度に策定した安城市都市計画マスタープランで定める「歩いて暮らせる集約型の市街地形成」、さらに平成25年度に策定した低炭素まちづくり計画で定める「都市の機能の集約を図るための基盤整備や都市機能の配置の適正
化」をさらに推進すべく平成30年度に策定した第三次安城市都市計画マスタープランに基づき、本市４つの主要鉄道駅（ＪＲ安城駅、ＪＲ三河安城駅、名鉄新安城駅及び名鉄桜井駅）周辺を中心に、安心・快適な、賑わいのあるコンパ
クトシティ型地域拠点の形成促進を目標とし、都市機能や居住が高度に集積した地域拠点の形成を図り、第三次安城市都市計画マスタープランの目標である「みんなでまちをつくる！都市機能が便利に使える集約型都市づくり」の実現
を目指す。

事後評価（中間評価　フォローアップ報告）の実施体制

（都）南安城横山線 道路改築　L＝586ｍ 安城市

　マチナカ居住誘導区域内の人口密度）（人／ha）　※居住の集積

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）　事後評価シート
計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

R4年11月：社会資本整備総合交付金評価検討会議における事後評価原案の審議
          社会資本整備総合交付金評価委員会における事後評価原案の審議
R4年12月：事後評価原案の公表
R5年 3月：事後評価結果の公表 安城市HPにより公表

・駅周辺における土地利用ポテンシャル（％）　：　土地区画整理事業や市街地再開発事業の適用検討により、新安城駅周辺における土地利用ポテンシャルの増加を目指す。（100%→107%）
・コミュニティバス利用者数（人／年）　：都市機能の集約配置による都市拠点の強化により、公共交通機関を利用した地域拠点への来訪者数の増加を目指す。（264,500人／年→271,000人／年）
・マチナカ居住の誘導（マチナカ居住誘導区域内の人口密度）　：　第三次安城市都市計画マスタープランに基づく地域拠点の形成促進により、マチナカ居住誘導区域内における人口密度の増加を目指す。（98.96人／ha→99.36人／
ha）
・マチナカ拠点の形成（マチナカ拠点区域における安心・快適な、賑わいあふれるマチナカ拠点エリアカバー率）　：　第三次安城市都市計画マスタープランに基づく地域拠点の形成促進により、安心・快適な、賑わいあふれるマチナ
カ拠点区域エリアカバー率の増加を目指す。（64.0%→93.7%）

空間にぎわい創出を検討する地域における、現低未利用地で増進可能な居住・都市機能誘導床面積に対し、空間にぎわい創出ポテ
ンシャルエリア（土地区画整理事業や市街地再開発事業の適用検討により創出が期待される高度利用床面積を含む低未利用地）に
おける居住・都市機能誘導床面積の伸び率　　※都市機能の集約効果

事後評価（中間評価　フォローアップ報告）

公表の方法

　　定量的指標の定義及び算定式

（R04末）

当初現況値

安城南明治第一土地区画整理事業
都市再生区画整理（都市
空間形成型 A＝16.7ha）

安城市

空間再生賑わい創出事業
（新安城駅地域拠点地区）

空間賑わい創出検討
N=1地区

安城市

■マチナカ拠点の形成
マチナカ拠点区域における安心・快適な、賑わいあふれるマチナカ拠点エリアカバー率）（％）　　※都市機能の集積

Ｂ Ｃ
効果促進事業費の割合

3.60%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

107%

■駅周辺における土地利用ポテンシャル（％）

１．交付対象事業の進捗状況

64% -

○事後評価（中間評価　フォローアップ報告）の実施体制、実施時期

93.7%

Ａ

■マチナカ居住の誘導（マチナカ居住誘導区域内の人口密度）

（H30当初） -

定量的指標の現況値及び目標値

中間目標値 最終目標値

安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業
都市再生区画整理（都市
空間形成型 A＝93.8ha）

安城市

■コミュニティバス利用者数（人／年） 264,500
人／年

-
271,000
人／年コミュニティバス利用者数　（人／年）　　※賑わい・人の集積

百万円 百万円 百万円 百万円3,726 3,592 0 134

100% -
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Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H30 H31/R1 R2 R3 R4

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H30 H31/R1 R2 R3 R4

C13-001 市街地 一般 安城市 直接 安城市 88

C13-002 市街地 一般 安城市 直接 安城市 46

合計 134

番号 備考

C13-001

C13-002

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

（延長・面積等）
市町村名

事業実施期間（年度）

公園整備事業
（南明治第一地区）

公園施設整備 N=1箇所
（花ノ木公園）

安城市

公園整備事業
（桜井駅周辺地区）

公園施設整備 N=2箇所
（桜井稲荷西公園ほか）

安城市－

－

事業内容

事業者番号

省略
要素となる事業名

全体事業費
（百万円）工種

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果
安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業(A13-002)とあわせて整備することで、安心して暮らすことができる生活エリアの拡大と、地域住民の新たな交流の機会が生まれ、安心・快適な、賑わいのあるコンパクトシティ型地域拠
点の形成促進を効果的に進めることが期待できる。

番号 事業者

省略
要素となる事業名 事業内容 市町村名

全体事業費
（百万円）工種

安城南明治第一土地区画整理事業(A13-003)とあわせて整備することで、安心して暮らすことができる生活エリアの拡大と、地域住民の新たな交流の機会が生まれ、安心・快適な、賑わいのあるコンパクトシティ型地域拠点の
形成促進を効果的に進めることが期待できる。
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Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

Ⅱ定量的指標の達成状況

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

指標③
マチナカ居住の
誘導（マチナカ
居住誘導区域内
の人口密度）

99.36人/ha

104人/ha

・安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業及び安城南明治第一土地区画整理事業による快適な住環境と防災機能の向上によって
マチナカ居住誘導区域内の居住人口が増加し、人口密度の増加として効果が発現している。最終目標値

最終実績値
（見込値）

目標値と実績値
に差が出た要因

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

最終実績値
（見込値）

107%

交付対象事業の目標達成への効果発現状況について、上記目標を補足・補完する指標で整理する。

■その他指標
１．安全・安心生活エリアカバー率（％）    ：【現況値】92.2％（H29年度末）　　【評価値】99.8％（R4年7月）（見込値）
　土地区画整理事業及び住宅市街地総合整備事業により、緊急車両等の通行や安全な避難路が確保される道路の整備や老朽住宅等の除去が進み、防災機能が向上したと考えられる。
２．都市機能施設数　　　　　　　　　　　　：【現況値】672件（H30年度）　   　【評価値】705件（R4年度）（見込値）
　安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業や安城南明治第一土地区画整理事業などにより、道路や公園などの都市基盤が整備されたことにより、商業施設や医療施設、福祉施設などの都市機
能施設の集積が進んだと考えられる。さらに、居住人口が増加したことにより、民間の都市機能施設の集積が促進されたと考えられる。
３．市民活動登録団体数（団体）　　　　　　：【現況値】327団体（H27年度）　   【評価値】458団体（R4年度）（見込値）
　安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業や安城南明治第一土地区画整理事業などにより都市機能の集積や居住環境の向上が図られ、多様な世代の居住人口が増加したことにより、子どもや
高齢者、障がい者の福祉等に関連した市民活動が活発化したと考えられる。

指標②
コミュニティバ
ス利用者数（人
／年）

271,000人／年

【安心で快適な、コンパクトシティ型都市基盤の整備による都市機能の集約】JR安城駅周辺や名鉄桜井駅周辺における土地区画整理事業等を実施したことにより、安城南明治第一土地区画
整理事業２８街区に住・商・職・育、複合一体再開発プロジェクト「DENCITY」が完成するなど、都市機能が集約された「コンパクトで賑わいあふれる都市・地域拠点の形成」が促進され
た。
【都市基盤の整備による居住誘導の推進】平成29年に開業した中心市街地拠点施設（愛称「アンフォーレ」）の活用、安全で快適な街路や公園の整備など、居住環境の改善が進むことによ
り、居住人口が増加し、住民の交流機会（イベント、活動団体）も活発化している。

指標④
マチナカ拠点の
形成（マチナカ
拠点区域におけ
る安心・快適
な、賑わいあふ
れるマチナカ拠
点エリアカバー
率）

指標①
駅周辺における
土地利用ポテン
シャル（％）

最終目標値 107%
目標値と実績値
に差が出た要因

・新安城駅地域拠点地区において、点在する空き家、空き地（青空駐車場含む）等を集約し、土地利用の共同化・高度化を図
るための方策として、地権者意向を踏まえた土地区画整理事業等の事業化の可能性について検討し、実施可能方策の基本構想
案を作成したことにより、将来に向けた賑わい創出のための土地利用ポテンシャルが増加することを把握することができた。

【目標の達成状況】
定量的指標①の駅周辺における土地利用ポテンシャル、③のマチナカ居住の誘導が達成見込みとなり、目標である「安心・快適な、賑わいのあるコンパクトシティ型地域拠点の形成促進」に向けて、事業が進んでいると考えられる。
【今後の課題】
引き続きコンパクトシティ型地域拠点の形成に向けた基盤整備を継続し、居住の誘導ととともに、都市機能の維持・確保、地域の防災性や安全性の向上を図っていく必要がある。
【今後の方針】
安城桜井駅周辺、安城南明治第一地区および三河安城駅周辺等において、土地区画整理事業を推進するとともに、土地区画整理事業と街路事業、公園整備事業等を一体的に実施することで、都市機能や居住が高度に集積した安全で快適なコンパ
クトシティの形成を図る。

最終目標値

最終実績値
（見込値）

最終目標値

最終実績値
（見込値）

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

225,000人/年

93.7%

91%

・安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業及び安城南明治第一土地区画整理事業等による定住人口増加や都市計画道路の整備に
よる交通アクセスの向上が事業地内のバス停利用者数の増加につながると推計していたが、新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により、外出が抑制され、公共交通機関の利用者数への効果が発現されなかったと考えられる。

・土地区画整理により公民館が新設されたほか、安城南明治第一土地区画整理事業28街区で実施していた複合一体再開発プロ
ジェクト「DENCITY」の完成、公園整備などによって、区域内の都市機能施設は増加しているものの、既設の施設と重複する機
能の施設が増加しているためエリアカバー率に変更は生じなかった。

３．特記事項（今後の方針等）



様式３
（参考図面）
計画の名称

計画の期間 平成30年度　～　令和04年度　（5年間） 安城市交付対象

安心・快適な、賑わいのあるコンパクトシティ型地域拠点の形成促進


